
平成 21 年 2 月 12 日 

 

声明 

 

本日発表された住民アンケートの結果によりますと、「飯森建設」に反対する

住民が、賛成する住民を上回っていることが判明しました。この結果を受けて、 

私どもは、広域連合と住民の皆さんに訴えたいと思います。 

 

連合には次の３点を要請します。１)速やかに候補地飯森への建設計画の断念

を公式に発表すること。２)なぜ建設反対の住民が賛成の住民を上回ったのかを

痛烈に反省し、その原因と責任の取り方を文書にまとめ公表すること。３)直ち

に公募住民を交えた「再出発検討委員会」(仮称)を立ち上げ再出発の方法につ

いて検討に入ること。 

 

白馬村の住民の皆さんには、良識のある判断を下していただいたことに敬意 

と精一杯の感謝の気持ちを表明します。私たちは、このアンケート結果をもっ

てごみ問題が片付いたとは考えていません。私たちは、本日の結果をきっかけ 

として、この村の再生と、たしかな発展のためにともにカをあわせて運動を進 

めてまいりたいと決意しています。 

 

(白馬村新ごみ処理施設を考える連絡協議会 会長 宮田温巳) 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 北アルプス広域連合議会「ごみ処理広域化特別委員会」、３市村の全員協議

会で報告された「ごみ処理施設建設に関する住民アンケート調査速報につい

て」は、次ページを参照下さい。 

☆ 最終行の「判断を調査委員会に委ねた回答数 140 人」は、判読不明のため

に調査委員会にその判断を委ねた数ーと説明されています。 



 


